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９月定例会

土
木
調
査
に
お
け
る
道
路
・
水
路
補
修
工
事

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
費
な
ど

一
般
会
計
補
正
予
算

一
億
七
千
七
百
七
十
六
万
円
を
追
加

九
月
定
例
会
は
、
九
月
十
日
に
招
集
さ
れ
、

二
十
六
日
ま
で
の
十
七
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。

町
長
よ
り
提
案
さ
れ
た
鞍
手
町
個
人
情
報
保

護
条
例
制
定
審
議
会
条
例
を
は
じ
め
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
十
二
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

大雨による法面崩壊（立林地区）

道
路
補
修
や
水
路
補
修
の
工
事
費
、
急
傾
斜
地

崩
壊
対
策
事
業
費
及
び
町
営
住
宅
の
補
修
費
、
並

び
に
国
民
健
康
保
険
基
盤
安
定
負
担
金
の
追
加
を

主
な
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
基
盤
安
定
負
担
金
は
、
本
年
度

か
ら
新
た
に
、
低
所
得
者
の
保
険
税
応
能
割
不
足

分
を
公
費
で
補
槽
す
る
保
険
者
支
援
制
度
が
創
設

さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
、
普
通
交
付
税
、
地
方

特
例
交
付
金
、
国
・
県
の
補
助
金
等
を
充
て
、
歳

入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
七
千
七
百
七
十
六
万
を

追
加
し
、
予
算
総
額
が
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七

十
四
億
九
千
九
百
四
十
四
万
三
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

〇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

補

正

予

算
補正の主なもの

【歳入】
普通交付税追加 ４９６３万円
財政調整基金繰入金追加 ４８４４万円
前年度繰越金追加 ３４７３万円
急傾斜地崩壊対策事業債 １６００万円

【歳出】
道路橋梁費追加 ７０１０万円
用排水路費追加 ３０００万円
住宅管理費追加 ２３６２万円
急傾斜地崩壊対策事業費 ２２３７万円
国民健康保険基盤安定
負担金追加 １４５７万円
ため池等整備事業費追加 １０００万円
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白
内
障
手
術
機
器
及
び
眼
底
カ
メ
ラ

の
買
い
替
え

〇
町
立
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

本
補
正
は
、
平
成
四
年
に

購
入
し
た
「
白
内
障
手
術
器

機
及
び
眼
底
カ
メ
ラ
」
が
老

朽
化
し
て
い
る
の
で
、
最
新

機
器
へ
買
い
替
え
の
た
め
の

購
入
費
用
二
千
万
円
の
追
加

で
す
。
そ
の
予
算
と
し
て
は
、

企
業
債
を
充
て
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

保
険
者
に
財
政
支
援
制
度
が
創
設

〇
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

平
成
十
四
年
度
決
算
に
お

い
て
、
繰
越
金
及
び
翌
年
度

精
算
額
、
平
成
十
五
年
度
の

賦
課
総
額
、
老
人
保
健
医
療

費
拠
出
金
、
並
び
に
保
険
基

盤
安
定
制
度
と
し
て
、
新
た

に
保
険
者
に
財
政
支
援
を
行

な
う
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
等
、
歳
入
・
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
四
千
十
六
万
四
千
円

を
減
額
し
、
予
算
総
額
が
歳

入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
十
五
億

三
千
八
百
五
十
四
万
一
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

児
童
扶
養
手
当
制
度
を
見
直
し

〇
鞍
手
町
母
子
家
庭
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

母
子
家
庭
の
自
立
を
促
進

す
る
た
め
、
母
子
及
び
寡
婦

福
祉
法
、
児
童
扶
養
手
当
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
町
母
子
家
庭
等
医

療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て
、
所
要
の
規
定
の

整
備
を
行
な
い
ま
し
た
。

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
審
議
会
を
設
置

〇
鞍
手
町
個
人
情
報
保
護
条
例
制
定
審
議
会
条
例

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

鞍
手
町
の
個
人
情
報
保
護

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
を
審
議
す
る
附
属
機

関
と
し
て
審
議
会
を
設
置
す

る
条
例
で
す
。

審
議
会
は
、
町
長
の
諮
問

に
応
じ
て
、
鞍
手
町
個
人
情

報
保
護
条
例
の
制
定
に
関
し

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
調
査

及
び
審
議
を
行
な
い
、
そ
の

結
果
を
町
長
に
答
申
し
ま

す
。
ま
た
、
審
議
会
は
九
人

以
内
の
委
員
で
組
織
さ
れ
ま

す
。

鞍
手
分
校
同
窓
会
よ
り
多
目
的
施
設

の
寄
附

〇
鞍
手
町
立
学
校
教
育
施
設
使
用
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

鞍
手
分
校
同
窓
会
か
ら
平

成
十
五
年
八
月
二
十
九
日
付

で
寄
附
を
受
け
た
町
立
鞍
手

分
校
の
多
目
的
施
設
を
社
会

体
育
活
動
等
に
も
使
用
す
る

た
め
の
改
正
で
す
。

乳
幼
児
の
入
院
医
療
費
無
料
化
が
就

学
前
ま
で
に
拡
大

〇
鞍
手
町
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
準
則
が
改
正
さ

れ
、
平
成
十
六
年
一
月
一
日

か
ら
、
入
院
に
係
る
医
療
費

の
支
給
対
象
年
齢
が
三
歳
未

満
か
ら
就
学
前
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め

で
す
。

寄附を受けた鞍手分校の「多目的施設」

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正



Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期

全
面
解
決
を
求
め
る
意
見

書
に
関
す
る
請
願

（
全
会
一
致
で
採
択
）

（
要
旨
）

昭
和
六
十
二
年
の
国
鉄
分

割
民
営
化
の
際
、
筑
豊
地
区

内
の
国
労
組
合
員
三
百
三
十

四
名
が
Ｊ
Ｒ
会
社
へ
の
採
用

を
希
望
し
な
が
ら
も
拒
否
さ

れ
、
続
く
平
成
二
年
に
は
国

鉄
精
算
事
業
団
か
ら
も
解
雇
、

現
在
も
七
十
五
名
（
三
名
死

亡
）
が
Ｊ
Ｒ
会
社
へ
の
採
用

を
求
め
て
い
ま
す
。

私
達
の
雇
用
の
救
済
は
旧

国
鉄
を
引
き
継
い
だ
Ｊ
Ｒ
会

社
が
成
す
べ
き
も
の
と
言
え

ま
す
。
一
日
も
早
く
こ
の
よ

う
な
事
態
を
解
消
し
、
私
達

国
労
組
合
員
が
安
心
し
て
働

く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
政

府
・
関
係
省
庁
に
解
決
の
対

策
を
講
じ
る
こ
と
を
強
く
求

め
る
。

提
出
者

国
労
筑
豊
地
区
分
会

分
会
長

土
村

学

紹
介
議
員

武
谷

保
正
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鞍
手
分
校
同
窓
会
か
ら
の

建
物(

多
目
的
施
設)
の
寄

附
に
つ
い
て

（
教
育
長
報
告
の
要
旨
）

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九

日
付
で
、
鞍
手
分
校
同
窓
会

か
ら
建
物(

多
目
的
施
設)

の

寄
附
申
込
書
が
鞍
手
町
教
育

委
員
会
に
提
出
さ
れ
、
寄
附

を
受
け
ま
し
た
。

町
は
こ
の
建
物
を
多
目
的

施
設
と
し
て
受
け
取
り
、
現

在
の
小
・
中
学
校
の
体
育
館
、

運
動
場
と
同
様
に
学
校
教
育

施
設
と
し
て
、
授
業
は
勿
論

の
こ
と
、
社
会
体
育
活
動
の

場
と
し
て
も
使
用
し
て
い
き

ま
す
。

行
政
報
告

寄附を受けた「多目的施設」の内部

請

願

本
町
、
中
本
町
、
上
新
橋

三
地
区
の
浸
水
対
策
に
関

す
る
請
願

（
継
続
審
議
）

（
要
旨
）

本
町
、
中
本
町
、
上
新
橋
三

地
区
の
浸
水
に
つ
い
て
の
総

合
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と

に
よ
り
、
水
害
の
な
い
住
環

境
の
整
備
を
切
に
望
み
ま
す
。

【
審
議
継
続
の
理
由
】

議
会
は
本
請
願
を
産
業
委

員
会
に
付
託
し
、
審
議
、
現

地
調
査
等
を
行
っ
た
結
果
、

次
の
理
由
に
よ
り
継
続
審
議

と
し
ま
し
た
。

一
、
六
田
川
（
用
水
関
係
）

の
調
査
及
び
水
利
権
者
と

の
協
議
が
必
要
で
あ
る
。

二
、
下
流
へ
の
排
水
（
ポ
ン

プ
の
能
力
ア
ッ
プ
）
が
西

川
に
与
え
る
影
響
の
調
査
、

関
係
者
と
の
協
議
が
必
要

で
あ
る
。

請
願
者

上
新
橋
区
水
害
対
策
を
求
め

る
会
代
表

岡
村

弘
美

本
町
区
長

武
谷

克
己

中
本
町
区
長

香
月

努

上
新
橋
区
長

泰

克
巳

紹
介
議
員

織
田
三
千
雄

岡
増

邦
博

議
員
発
議
に
よ
る
意
見

書
三
件
を
全
会
一
致
で
可

決
し
、
関
係
機
関
に
送
付

し
ま
し
た
。

〇
犯
罪
防
止
の
た
め
の
治
安

対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見

書（
要
旨
）

わ
が
国
の
犯
罪
情
勢
は
、

戦
後
最
高
を
記
録
し
、
と
り

わ
け
刑
法
犯
の
九
割
近
く
を

占
め
る
窃
盗
犯
の
増
加
が
著

し
い
。
ま
た
、
来
日
外
国
人

に
よ
る
凶
悪
犯
や
組
織
的
窃

盗
事
件
が
増
加
し
、
少
年
非

行
も
深
刻
化
し
て
い
る
。
も

は
や
、
犯
罪
が
凶
悪
化
、
多

様
化
、
国
際
化
す
る
今
日
の

危
機
的
状
況
を
回
避
す
る
た

め
治
安
対
策
の
強
化
を
求
め

る
。

〇
高
額
療
養
費
の
返
還
（
償

還
）
制
度
の
改
善
を
求
め
る

意
見
書

（
要
旨
）

一
定
額
を
超
え
た
分
が
返

還
さ
れ
る
高
額
療
養
費
制
度

に
つ
い
て
、
そ
の
制
度
自
体

の
周
知
徹
底
が
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
加
え
、
窓
口
に
お

い
て
一
定
額
を
超
え
た
分
ま

で
一
括
し
て
支
払
い
、
本
人

が
申
請
し
て
後
日
に
超
過
分

を
受
け
取
る
と
い
う
現
在
の

仕
組
み
自
体
が
そ
の
金
額
の

工
面
に
困
難
を
き
た
す
な
ど
、

国
民
・
患
者
に
と
っ
て
は
極

め
て
非
効
率
で
不
親
切
な
制

度
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
制

度
の
改
善
を
求
め
る
。

〇
携
帯
電
話
の
利
便
性
の
向

上
と
料
金
引
き
下
げ
を
求
め

る
意
見
書

（
要
旨
）

爆
発
的
に
普
及
し
て
き
た

一
方
で
、
携
帯
電
話
会
社
の

サ
ー
ビ
ス
に
対
し
、
不
満
を

感
じ
て
い
る
国
民
も
多
い
。

諸
外
国
で
は
、
携
帯
電
話

番
号
を
変
え
ず
に
契
約
会
社

を
変
更
で
き
る
「
番
号
ポ
ー

タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
番
号
持
ち

運
び
制
度
）」
の
導
入
が
義
務

化
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で

も
こ
の
制
度
を
取
り
入
れ
、

利
用
者
へ
の
利
便
性
の
向
上

と
料
金
の
引
き
下
げ
を
求
め

る
。

意
見
書
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今
年
の
五
月
二
十
三
日

に
制
定
さ
れ
た
個
人
情
報
保

護
法
は
、
個
人
の
情
報
が
漏

れ
る
危
険
性
が
あ
る
よ
う
な

内
容
に
な
っ
て
い
る
。
当
町

で
も
国
と
同
じ
よ
う
な
条
例

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
審
議
会
の

委
員
に
は
学
識
経
験
者
と
し

て
、
住
基
ネ
ッ
ト
を
意
識
し

研
究
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
、

開
か
れ
た
町
政
に
し
て
い
く

た
め
に
、
住
民
の
代
表
を
公

募
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
町
長
の
考
え
は
。

平
成
十
年
三
月
に
、
鞍

手
町
情
報
公
開
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
経

緯
を
基
に
、
学
識
経
験
者
九

A Ｑ

人
、
内
訳
は
弁
護
士
、
大
学

教
授
、
人
権
擁
護
員
二
名
、

区
長
会
の
代
表
、
女
性
代
表
、

商
工
会
、
農
業
団
体
と
い
う

形
で
考
え
て
い
ま
す
。

保
護
条
例
の
制
定
は
い

つ
頃
を
目
途
に
し
て
い
る
の

か
。

審
議
会
を
五
回
程
度
見

込
ん
で
お
り
、
出
来
れ
ば
本

年
度
中
に
と
考
え
て
い
ま

す
。

乳
幼
児
の
入
院
医
療
費

の
支
給
対
象
年
齢
が
三
才
未

満
児
か
ら
就
学
前
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
予
算

は
。

国
民
健
康
保
険
で
は
、

平
成
十
三
年
度
と
十
四
年
度

に
三
歳
以
上
就
学
前
ま
で
の

乳
幼
児
が
入
院
し
た
実
績
は

な
い
の
で
、
三
歳
未
満
乳
幼

児
の
入
院
実
績
の
デ
ー
タ
を

も
と
に
算
定
し
た
と
こ
ろ
、

一
カ
月
に
五
人
く
ら
い
見
込

A Ｑ A Ｑ

ま
れ
ま
す
。
一
人
当
た
り
の

自
己
負
担
額
が
約
四
万
円
で

す
の
で
、
新
た
に
一
カ
月
当

た
り
二
十
万
円
の
支
給
額
が

必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

住
宅
管
理
費
で
修
繕
料

を
六
百
万
円
追
加
し
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
。

町
営
住
宅
の
修
繕
で
、

主
な
も
の
は
団
地
内
の
草
刈

り
、
水
道
管
の
補
修
等
の
工

事
費
で
す
。

八
尋
幸
ノ
浦
住
宅
は
、

環
境
的
に
今
ま
で
当
町
に
な

か
っ
た
住
宅
で
す
か
ら
、
新

し
く
建
っ
た
今
、
町
が
入
居

者
自
身
に
庭
先
を
き
れ
い
に

し
て
い
く
よ
う
に
指
導
で
き

な
い
か
。

八
尋
幸
ノ
浦
住
宅
は
二

十
戸
が
入
居
し
て
お
り
、
管

理
人
一
人
を
決
め
て
、
常
日

頃
か
ら
入
居
者
に
身
の
回
り

の
除
草
等
を
や
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

A Ｑ A Ｑ

こ
れ
か
ら
先
五
十
戸
ほ
ど

建
ち
ま
す
が
、
地
域
で
努
め

て
環
境
整
備
を
行
な
っ
て
も

ら
う
よ
う
に
話
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

指
名
業
者
の
ラ
ン
ク
決

め
が
あ
っ
て
い
る
が
、
Ａ
ラ

ン
ク
の
業
者
数
は
。

昨
年
ま
で
は
十
四
社
で

し
た
が
、
本
年
は
十
五
社
に

な
っ
て
い
ま
す
。

県
・
北
九
州
市
等
は
予

定
価
格
の
公
表
を
し
て
い
る

が
、
当
町
は
ど
う
し
て
し
な

い
の
か
。予

定
価
格
の
公
表
は
、

次
回
以
降
の
同
種
工
事
の
予

定
価
格
推
測
が
可
能
と
な
る

た
め
に
行
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
現
在
は
、
情
報
公
開
条

例
が
制
定
さ
れ
、
請
求
が
あ

れ
ば
開
示
し
て
い
ま
す
。
町

が
主
体
的
に
公
表
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
国
、
県
、
周

A Ｑ A Ｑ

辺
市
町
村
の
実
態
等
を
見
極

め
な
が
ら
、
ま
た
情
報
公
開

条
例
と
の
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
公
開
の
方
向
で
検
討
し

て
い
き
ま
す
が
、
も
う
少
し

時
間
を
頂
き
た
い
。

現
在
の
指
名
競
争
入
札

を
一
般
競
争
入
札
に
替
え
た

方
が
プ
ラ
ス
の
面
が
多
い
の

で
は
。一

般
競
争
入
札
が
理
想

で
は
あ
る
が
、
町
内
業
者
の

育
成
等
を
考
え
れ
ば
、
現
時

点
で
は
実
施
す
べ
き
で
な
い

と
思
い
ま
す
。

A Ｑ

こ
の
道
路
改
良
工
事

は
、
道
幅
、
片
歩
道
に
し
て

も
必
要
以
上
の
も
の
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
が
、
今
後
も

要
望
が
あ
れ
ば
、
同
様
な
道

路
に
な
る
の
か
。

こ
の
道
は
、
通
学
道
路

で
あ
り
、
古
門
、
木
月
工
業

団
地
へ
の
通
勤
道
路
に
も
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
の

道
路
整
備
を
行
な
い
ま
し
た
。

特
開
事
業
の
制
度
が
昨
年

か
ら
変
わ
り
、
道
路
を
改
良

し
な
い
と
事
業
が
出
来
な
く

な
っ
て
お
り
、
要
望
が
あ
れ

ば
考
え
て
い
き
ま
す
。

A Ｑ

鞍
手
町
個
人
情
報
保
護
条

例
制
定
審
議
会
条
例

平
成
十
五
年
度
鞍
手
町
一

般
会
計
補
正
予
算
第
四
号

鞍
手
町
乳
幼
児
医
療
費
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

特
定
地
域
開
発
就
労
事
業

石
ヶ
崎
〜
ク
ヌ
ギ
崎
線
道

路
改
良
工
事

三
工
区
請

負
契
約
の
締
結

議
案
質
疑

質
疑
の
主
な
も
の
を

要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

拡幅工事が行なわれている石ヶ崎～クヌギ崎線
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町 政

今
鞍
手
町
は
、
合
併

問
題
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、

元
来
か
ら
の
懸
案
事
項
で
あ

る
鞍
手
町
将
来
の
発
展
に
つ

い
て
の
論
議
が
な
さ
れ
て
い

な
い
。
町
村
合
併
以
前
に
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
遠
賀
川

架
橋
は
必
ず
目
途
を
つ
け
て

頂
き
た
い
。

ま
た
、
町
庁
舎
に
横
断
幕

を
掲
げ
て
町
民
一
体
と
な
っ

て
、
こ
の
大
き
な
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
い
う
意
気

込
み
が
欲
し
い
。

財
政
運
営
の
厳
し
い
時
こ

そ
、
官
主
導
で
決
起
を
。
町

民
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
町
広

報
を
回
す
だ
け
で
な
く
、
大

い
に
町
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

欲
し
い
。
ま
た
特
別
対
策
室

を
作
っ
て
町
自
ら
先
頭
に
立

っ
て
行
動
し
て
欲
し
い
。

町
長

遠
賀
川
架
橋
を
含
む

東
西
線
に
つ
い
て
は
、
県
、

北
九
州
市
、
本
町
で
組
織
を

作
っ
て
お
り
、
協
議
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
平
成
十
七
年

に
は
、
工
事
の
着
工
と
い
う

こ
と
で
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

筑
豊
イ
ン
タ
ー
の
問
題
で

す
が
国
土
交
通
省
の
中
に
あ

る
国
幹
会
議
の
開
催
が
な
い

と
事
業
の
取
り
組
み
が
出
来

な
い
状
態
で
、
審
議
会
の
時

期
待
ち
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
架
橋
問
題
も
イ
ン
タ

ー
に
し
て
も
、
県
の
指
導
、

財
政
援
助
が
伴
い
ま
す
。
両

方
と
も
や
る
こ
と
は
既
に
結

論
は
出
て
い
る
わ
け
で
、
こ

れ
か
ら
県
、
土
木
事
務
所
と

協
議
の
中
で
積
み
上
げ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

も
う
少
し
時
間
を
頂
い
て

関
係
機
関
と
の
協
議
を
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
一
体
に
つ
い
て
は
、

本
町
に
と
っ
て
は
将
来
の
位

置
づ
け
の
問
題
、
財
政
的
な

問
題
も
あ
る
の
で
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
等
も
聞
き

な
が
ら
、
執
行
部
と
議
会
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

いっぱん質問
９月定例会のいっぱん質問は、５名の議

員がおこない、町長・執行部と活発な議論
を展開しました。

質
問

福本博文議員

町
の
活
性
化
促
進
と
目
標
意
識
の
向
上

の
た
め
の
ア
ピ
ー
ル
を

庁舎に「町民一体となって筑豊インターチェ
ンジと遠賀川架橋の早期実現を」の横断幕を
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町
長
は
こ
れ
ま
で
の

答
弁
で
夢
と
希
望
の
も
て
る

合
併
を
、
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
合
併
協
議
会
の
中
で

話
し
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、

住
民
が
希
望
の
も
て
る
方
向

に
向
か
っ
て
い
る
の
か
見
え

て
き
ま
せ
ん
。
景
気
が
悪
く

て
元
気
が
な
い
人
が
多
い
の

で
す
。
そ
こ
で
、
合
併
を
す

れ
ば
ど
の
よ
う
に
夢
が
あ
り
、

希
望
が
も
て
る
の
か
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

希
望
の
も
て
る
対
策
を
と

り
な
が
ら
、
国
・
県
に
予
算

を
お
願
い
し
、
少
し
で
も
夢

の
も
て
る
新
市
に
し
て
欲
し

い
。
ま
た
、
町
民
が
元
気
の

出
る
よ
う
な
こ
と
、
例
え
ば

横
断
幕
な
ど
の
形
の
あ
る
ア

ピ
ー
ル
を
表
面
に
出
し
て
頂

き
た
い
。

町
長

確
か
に
私
は
町
村
合

併
す
る
中
で
夢
と
希
望
が
も

て
る
と
い
う
話
を
し
て
い
ま

す
。た

だ
、
夢
・
希
望
と
い
う

こ
と
は
私
の
考
え
も
あ
り
ま

す
が
、
根
底
は
住
民
参
加
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
夢
や
希
望

を
出
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
前
提
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
辺
は
こ
れ
か
ら
の
取

り
組
み
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
が
法

定
協
議
会
の
前
段
で
、
組
織

的
に
は
分
科
会
、
専
門
部
会
、

小
委
員
会
、
全
体
会
議
の
中

で
協
議
が
さ
れ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

そ
の
協
議
の
中
で
あ
る
程

度
基
礎
資
料
が
出
て
く
れ
ば
、

当
然
住
民
の
皆
さ
ん
に
意
見

や
希
望
を
聞
い
て
い
く
こ
と

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
合
わ

せ
て
議
会
特
別
委
員
会
の
委

員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
夢
や
希

望
、
ご
意
見
を
聞
く
こ
と
も

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
私

に
も
夢
や
希

望
が
あ
り
ま

す
が
、
全
体

の
皆
さ
ん
の

考
え
方
を
引

き
だ
し
て
お

聞
き
し
て
い

く
と
い
う
と

こ
ろ
に
夢
や

希
望
の
実
現

と
私
は
考
え

て
い
ま
す
。

基
本
的
に
住

民
総
参
加
で

合
併
と
い
う

こ
と
で
す
。

質
問

質
問

竹内利一議員

夢
・
希
望
の
も
て
る
合
併
と
は

６月30日鞍手町中央公民館で行なわれた
第３回直鞍合併協議会

本
町
で
は
、
七
月
十

一
日
に
、
か
な
り
大
き
な
水

害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成

十
一
年
六
月
二
十
九
日
の
水

害
か
ら
四
年
間
に
、
町
と
し

て
は
、
ど
ん
な
対
策
を
と
っ

て
こ
ら
れ
た
の
か
。

水
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

ポ
ン
プ
場
を
増
や
す
と
か
、

遊
水
池
を
設
置
す
る
な
ど
の

対
策
が
必
要
と
思
う
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
非
常
に
困
難

な
西
川
の
水
害
対
策
の
た
め

に
、
学
者
を
含
め
た
水
防
対

策
委
員
会
を
発
足
さ
せ
る
考

え
は
な
い
か
。

町
と
し
て
、
過
去
二
回
の
水

害
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
今

後
の
水
害
対
策
を
問
い
た
い
。

ま
た
、
い
ざ
と
い
う
と
き

の
水
防
組
織
体
制
の
発
動
が
、

後
手
後
手
に
な
っ
て
は
い
な

い
か
。

町
長

基
本
的
に
は
西
川
そ

の
も
の
に
標
高
差
が
な
い
た

め
、
ど
う
や
っ
て
や
る
の
か

と
い
う
結
論
を
得
た
は
な
し

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
ポ

ン
プ
の
機
能
は
あ
く
ま
で
も

農
地
を
維
持
す
る
と
い
う
考

え
が
基
本
に
な
っ
て
お
り
、

集
中
豪
雨
の
災
害
が
あ
る
と

い
う
前
提
の
施
設
に
な
っ
て

い
な
い
の
で
、
洪
水
が
発
生

し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今

後
の
水
防
対
策
に
つ
い
て
は
、

請
願
が
出
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
審
議
を
待
ち
た
い
と
思

い
ま
す
。

総
務
課
長

水
防
組
織
体
制

に
つ
い
て
、
最
大
限
努
力
し

た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
完

璧
で
は
な
か
っ
た
部
分
に
つ

い
て
は
今
後
反
省
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

香原 暹議員

今
回
の
水
害
で
町
が
執
っ
た
対
策
と
今
後
は

本年７月11日の大雨（八尋太郎丸付近）
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住
民
の
皆
さ
ん
が
一

番
知
り
た
い
の
は
、
合
併
し

た
ら
住
民
生
活
は
ど
う
変
わ

っ
て
い
く
の
か
。
合
併
し
た
方

が
よ
い
の
か
、
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
こ
で
、
町
長
、
教

育
長
の
法
定
協
議
会
に
臨
む

構
え
を
具
体
的
に
聞
き
た
い
。

「
合
併
し
な
い
と
生
き
て

い
け
な
い
」
と
一
つ
の
選
択

肢
し
か
与
え
て
い
な
い
状
況

の
中
で
、
合
併
し
て
十
五
年
、

二
十
年
経
っ
た
時
の
財
政
や

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
町
民
が
考
え

て
い
る
の
は
、
サ
ー
ビ
ス
は

高
く
、
負
担
は
低
く
、
と
い

う
切
実
な
願
い
で
す
。

次
に
、
教
育
長
は
、
今
後
、

合
併
す
る
に
当
た
っ
て
も
、

三
十
人
学
級
は
切
実
な
問
題

だ
と
し
て
、
主
張
さ
れ
て
い

く
の
か
。

町
長

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
が
な
い
よ
う
に
、
合
わ
せ

て
故
郷
が
活
性
化
し
て
い
く

事
も
大
事
で
す
。
一
市
四
町

の
今
ま
で
の
取
り
組
み
の
経

緯
も
あ
り
ま
す
。
結
論
と
い

う
話
は
、
今
の
段
階
で
は
出

し
ず
ら
い
十
五
年
、
二
十
年

先
の
話
で
す
。
具
体
的
な
も

の
に
つ
い
て
も
新
市
計
画
を

踏
ま
え
た
中
で
の
答
え
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
一
市
四
町
で

や
る
の
で
す
か
ら
、
わ
が
町

だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
ご
理

解
く
だ
さ
い
。

教
育
長

教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
一
市
四
町
の
最
初
の

教
育
長
会
議
が
行
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
後
具
体
的
に

検
討
、
協
議
が
な
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
三
十
人
学
級
に

つ
い
て
は
、
一
市
四
町
合
同

で
し
っ
か
り
話
し
合
い
を
し

て
、
県
教
委
に
申
込
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

宇田川 亮議員

合
併
に
よ
っ
て
町
民
生
活
は
ど
う
変
わ
る

役場入口

町
予
算
の
概
要
説
明

書
を
全
世
帯
に
配
布
し
、
住

民
に
対
し
て
具
体
的
に
わ
か

り
や
す
い
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
は
、
鞍
手
町
の
厳
し
い

財
政
状
況
を
住
民
と
行
政
が

共
有
し
、
お
互
い
を
理
解
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
自
立
し
た
自
治
意
識

を
高
め
、
協
働
し
た
町
づ
く

り
に
取
組
む
こ
と
で
財
政
の

効
率
化
を
進
め
る
新
し
い
発

想
や
工
夫
も
生
ま
れ
て
く
る

と
思
い
ま
す
が
、
町
長
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
。

町
長

私
は
質
問
者
が
言
わ

れ
て
い
る
趣
旨
に
つ
い
て
は

理
解
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

冊
子
に
す
る
と
な
る
と
前
回

も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
か
な

り
の
予
算
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
大
変
厳
し
い
財
政
の
中

で
全
戸
に
配
布
し
て
本
当
に

歓
迎
し
て
頂
け
る
の
か
、
私

は
そ
れ
ぞ
れ
皆
さ
ん
の
意
見

も
聞
い
て
み
ま
し
た
が
、
結

論
の
出
る
よ
う
な
ご
意
見
は

返
っ
て
来
ま
せ
ん
。
住
民
生

活
に
直
接
関
わ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
各
課
で
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
作
っ
て
皆

さ
ん
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

町
の
財
政
運
営
の
基
本
的

な
も
の
が
ど
う
な
っ
て
い
る

か
に
つ
い
て
は
、
毎
年
二
回
、

六
月
と
十
二
月
に
財
政
事
情

を
公
表
し
、
更
に
は
一
年
過

ぎ
る
と
、
決
算
書
で
住
民
の

皆
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

も
う
少
し
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
も
聞
き
、
ま
た
議
員

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
聞
き

な
が
ら
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問

岡増邦博議員

全
戸
に
町
予
算
の
概
要
説
明
書
の
配
布
を

宮田町・二丈町で配布されている予算概要説明書
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町
長
報
告
の
要
旨

七
月
十
一
日
午
後
三
時
過

ぎ
か
ら
降
り
始
め
た
雨
は
、

午
後
四
時
か
ら
五
時
ま
で
の

一
時
間
で
四
十
八
、
五
ミ
リ

を
記
録
、
そ
の
後
も
雨
は
降

り
続
き
、
十
三
日
ま
で
の
三

日
間
で
百
七
十
二
ミ
リ
に
達

し
、
平
成
十
一
年
以
来
の
大

雨
と
な
り
ま
し
た
。

町
は
、
水
防
本
部
を
設
置
、

ま
た
、
消
防
団
に
も
出
動
要

請
を
し
、
対
応
し
ま
し
た
が
、

降
雨
が
短
時
間
に
集
中
し
河

川
の
水
量
が
急
激
に
増
加
し

た
こ
と
、
ま
た
七
月
に
入
っ

て
雨
が
続
き
、
地
盤
が
緩
ん

で
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
道

路
の
冠
水
六
カ
所
、
法
面
崩

壊
等
五
十
四
カ
所
の
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

中
で
も
立
林
区
に
お
い
て

は
法
下
の
家
屋
の
避
難
勧
告

を
行
な
い
、
三
世
帯
に
公
民

館
に
避
難
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
長
谷
川
の
護
岸
洗

屈
や
長
谷
の
八
久
保
溜
池
の

法
面
崩
壊
も
発
生
し
、
こ
れ

ら
は
、
国
の
災
害
復
旧
事
業

で
復
旧
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
道
路
の
冠
水
も
六
カ

所
で
発
生
し
、
通
行
止
め
や

迂
回
措
置
を
と
っ
て
い
ま
す
。

農
作
物
等
の
被
害
に
つ
い
て

は
、
田
面
が
一
時
的
に
冠
水

し
ま
し
た
が
大
き
な
被
害
は

出
て
い
ま
せ
ん
。

町
と
し
ま
し
て
は
、
今
回

の
大
雨
で
被
害
に
見
舞
わ
れ

た
住
民
の
皆
様
が
、
一
刻
も

早
く
普
段
の
生
活
が
営
め
る

よ
う
対
応
を
図
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
住
民
の
最
も
身

近
な
行
政
と
し
て
、
住
民
の

生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
の

努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

七
月
十
一
日
及
び
十
八
日

の
集
中
豪
雨
に
よ
り
発
生
し

た
農
林
施
設
、
公
共
施
設
等

の
災
害
に
対
し
て
の
復
旧
を

行
な
う
た
め
の
予
算
で
す
。

こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
、

国
庫
支
出
金
、
財
政
調
整
基

金
繰
入
金
を
充
て
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
百
十
七
万

七
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七

十
三
億
二
千
百
六
十
八
万
一

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
専
決
処
分
の
承
認
（
鞍
手

町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
）

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

本
条
例
中
に
本
年
七
月
一

日
に
合
併
し
た
鞍
手
町
農
業

協
同
組
合
の
名
称
が
あ
り
、

こ
れ
を
変
更
す
る
。

〇
鞍
手
町
流
域
関
連
公
共
下

水
道
事
業
上
木
月
処
理
分
区

管
渠
築
造
工
事
（
第
五
工
区
）

請
負
契
約
の
締
結

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

請
負
業
者
名

ピ
ー
エ
ス
三
菱
・
上
野
共
同

企
業
体

請
負
金
額

一
億
五
千
八
百
五
十
五
万
円

〇
鞍
手
町
流
域
関
連
公
共
下

水
道
事
業
小
牧
処
理
分
区
管

渠
築
造
工
事
（
第
三
工
区
）

請
負
契
約
の
締
結

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

請
負
業
者
名

西
武
・
白
川
共
同
企
業
体

請
負
金
額

一
億
一
千
三
百
九
十
二
万
五
千
円

行

政

報

告

七
月
十
一
日
か
ら
の
大
雨
及
び
そ
の
対
策

第６回臨時会が平

成15年８月５日に開

催され、次の四議案

を審議し、可決･承認

しました。

臨 時 会

大雨時の本町付近

集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
費
を
計
上

〇
平
成
十
五
年
度
鞍
手
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

補正の主なもの
【歳入】

基金繰入金追加 １４８９万円

国庫負担金追加 ４３４万円

国庫補助金追加 １９５万円

【歳出】

公共土木施設災害復旧費追加 ９５９万円

農林施設災害復旧費追加 ９８０万円

公共施設等災害復旧費追加 １７９万円
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地
域
審
議
会
の
設
置
に

つ
い
て
は
合
併
前
に
合
併
関

係
市
町
村
の
協
議
、
議
会
の

議
決
が
必
要
と
書
い
て
あ
り

ま
す
が
、
ど
こ
か
の
町
で
否

決
さ
れ
た
場
合
に
は
ど
う
な

る
の
か
。

地
域
審
議
会
は
、
必
ず

設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
一
市
四
町
全
て
が
設
置

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
も
な
い
の
で
す
。
鞍
手
町

だ
け
が
地
域
審
議
会
を
設
置

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

新
市
建
設
計
画
策
定
小

委
員
会
は
十
六
名
で
す
が
、

そ
の
委
員
長
、
副
委
員
長
は

ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
ら
れ

た
の
か
。

第
四
回
直
鞍
合
併
協
議

会
終
了
後
に
各
小
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
各
委
員
会
の
構

成
、
協
議
す
る
内
容
等
が
決

ま
り
ま
し
た
。
委
員
長
･
副

委
員
長
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
委
員
会
で
互
選
に
よ

り
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

A Ｑ A Ｑ

宮
田
町
が
議
会
と
執
行

部
の
足
並
み
が
揃
っ
て
な
い

よ
う
な
話
を
聞
い
て
い
る
が
。

宮
田
町
は
法
定
協
議
会

の
設
置
関
連
議
案
を
議
会
で

継
続
審
議
と
し
、
臨
時
会
で

議
決
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
住
民
投
票
を
実
施

し
、
一
番
多
か
っ
た
の
は
一

市
四
町
で
し
た
が
、
圧
倒
的

な
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
次
に
若
宮
町
と
二
町
、

そ
れ
か
ら
単
独
の
順
と
な
り

ま
し
た
。

単
独
と
二
町
を
足
せ
ば
そ

ち
ら
の
方
が
多
か
っ
た
わ
け

で
す
。

ま
た
、
宮
田
町
の
議
会
も
一

市
四
町
が
多
数
を
占
め
て
い

る
状
況
に
は
な
い
た
め
で
す
。

合
併
協
議
会
の
委
員
に

鞍
手
町
か
ら
八
名
出
て
い
ま

す
が
、
決
定
事
項
に
つ
い
て

各
委
員
の
意
思
統
一
が
出
来

て
い
る
の
か
。

小
委
員
会
の
前
後
に
委

員
さ
ん
が
集
ま
っ
て
勉
強
会

を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
各
委

員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
、

立
場
の
中
で
意
見
を
反
映
し

て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

A Ｑ A Ｑ

【
新
市
の
名
称
に
つ
い
て
】

一
般
公
募
と
な
っ
て
い

る
が
、
具
体
的
な
方
法
等
を

説
明
し
て
欲
し
い
。

既
存
の
市
町
名
を
含
む

公
募
と
い
う
方
式
だ
け
が
決

ま
っ
て
お
り
、
公
募
の
方
法

に
つ
い
て
は
、
現
在
合
併
事

務
局
が
先
進
地
を
参
考
に
し

て
素
案
を
作
成
中
で
す
。

応
募
が
一
番
多
い
か
ら

即
決
定
で
は
な
く
、
多
い
も

の
幾
つ
か
を
協
議
会
で
図
っ

て
頂
き
た
い
。

全
体
協
議
の
中
で
意
見

と
し
て
出
し
ま
す
。

【
議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
任

期
の
取
り
扱
い
の
つ
い
て
】

四
月
の
統
一
地
方
選
挙

と
い
う
大
前
提
が
崩
れ
る
が
。

合
併
後
最
初
に
行
わ
れ

る
選
挙
（
設
置
選
挙
）
で
は
、

新
設
合
併
の
特
例
を
適
用
す

る
、
し
な
い
に
よ
っ
て
時
期

A Ｑ A Ｑ A Ｑ

等
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
は
っ
き
り

し
た
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

人
口
を
按
分
し
た
選
挙

区
制
度
を
考
え
て
欲
し
い
が
。

設
置
選
挙
で
は
、
特
例

を
設
け
な
い
場
合
、
定
数
特

例
を
設
け
た
場
合
の
最
初
の

選
挙
は
、
人
口
だ
け
で
な
く

他
の
要
件
（
面
積
等
）
を
加

味
で
き
る
が
、
在
任
特
例
を

適
用
し
た
後
の
選
挙
で
は
、

人
口
の
み
し
か
設
け
ら
れ
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

在
任
特
例
で
し
て
欲
し

い
が
。こ

れ
に
つ
い
て
は
、
在

任
特
例
、
定
数
特
例
、
特
例

を
設
け
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
方
が
あ
り
ま
す
の
で
、

今
回
出
さ
れ
た
意
見
を
集
約

し
て
協
議
会
・
小
委
員
会
に

持
っ
て
い
き
ま
す
。
最
終
的

に
は
議
決
を
取
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。

A Ｑ A Ｑ

第
二
回

第
三
回

第２回・第3回
直鞍合併に関する特別委員会の報告

直鞍合併に関する特別委員会第２回が、平成15年８

月11日に、第３回が９月19日に開催され、執行部

から合併協議会の報告を受けた後に、質疑が行なわ

れましたので、その主なものを要約して報告します。８月19日 第５回直鞍合併協議会
（スコーレ若宮）
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故 谷川政義議員

平
成
十
一
年
四
月
の
町
議
会
議
員
選
挙
で

初
当
選
さ
れ
、
本
年
四
月
に
再
選
、
二
期
目

で
し
た
。

議
員
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
知
識
の
豊

富
さ
か
ら
、
議
会
に
お
い
て
も
そ
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
、
副
議
長
の
要
職
に
就
か
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
九
月
十
日
定
例
会
初
日
の
議

会
終
了
後
に
倒
れ
ら
れ
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
谷
川
家
と
合
同
の
議
会
議
員

葬
を
行
な
い
、
九
月
十
六
日
の
議
会
の
冒
頭
、

議
員
、
執
行
部
、
傍
聴
者
全
員
で
黙
祷
し
、

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

謹
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

町
議
会
副
議
長

谷
川
政
義
氏
死
去

（
六
十
六
歳
）

平
成
十
五
年
八
月
二
十
五

日
、
二
十
六
日
の
両
日
、
町

内
の
小
・
中
学
校
、
給
食
セ

ン
タ
ー
及
び
保
育
所
の
現
地

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
調
査
の
結
果
、
補
修

等
が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て

は
、
後
日
、
町
長
に
対
し
、

平
成
十
五
年
度
実
施
予
定
と

○
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業

石
ヶ
崎
〜
ク
ヌ
ギ
崎
線
道
路
改
良
工
事

（
三
工
区
）
請
負
契
約
の
締
結

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

契
約
者鞍

手
町
大
字
中
山
三
〇
六
三
番
地

藤
本
土
木
（
株
）

代
表
取
締
役

藤
本
三
郎

契
約
金
額

六
千
四
百
十
五
万
五
千
円

○
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業

石
ヶ
崎
〜
ク
ヌ
ギ
崎
線
道
路
改
良
工
事

（
四
工
区
）
請
負
契
約
の
締
結

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

契
約
者鞍

手
町
大
字
中
山
三
一
八
五
番
地
八
五

（
有
）
坂
田
工
務
店

代
表
取
締
役

坂
田

積

契
約
金
額

五
千
八
百
六
万
五
千
円

さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て

は
早
急
に
対
処
し
、
予
算
不

足
が
生
じ
る
場
合
に
は
補
正

を
組
む
な
ど
し
て
対
応
す
る
。

ま
た
、
大
規
模
改
修
が
必

要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
全

体
計
画
を
た
て
、
順
次
実
施

し
て
頂
き
た
い
と
要
望
し
ま

し
た
。

民
教
委
員
会
が
町
内
の
教
育
施
設

と
保
育
所
の
現
地
調
査
を
実
施

請
負
契
約
の
締
結

平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
他
十
会
計
決
算
認
定

を
各
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
が
、
慎
重
審
議
の
た
め
、
い

ず
れ
も
継
続
審
議
と
し
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度
決
算
認
定

天井のクロスが剥がれたままの遊戯室（古月保育所）
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編

集

後

記

委
員
長

宇
田
川

亮

副
委
員
長

香
原

暹

委

員

松
本

典
子

委

員

岡
増

邦
博

委

員

織
田
三
千
雄

委

員

毛
利

喬

編
集
ス
タ
ッ
フ

▼
「
読
み
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
」
紙
面
に
す

る
た
め
、
わ
ず
か
な
負
担
増
で
、
全
頁
二
色
刷
り

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
ペ
ー
ジ
と
も
ア

ク
セ
ン
ト
が
利
い
て
、
読
み
や
す
く
な
っ
た
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

▼
ま
た
、
今
回
は
少
し
で
も
早
く
議
会
の
よ
う
す

を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
、
発
行
日
を
八
日
間
早
く

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
編
集
委
員
全
員
、
議
会

事
務
局
で
悪
戦
苦
闘
の
連
続
で
し
た
。

▼
地
方
議
会
は
、「
民
主
主
義
の
学
校
」
と
い
わ
れ

ま
す
。
是
非
町
民
の
皆
さ
ん
、
一
度
議
会
を
傍
聴

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町
政
に
関
す
る
質

問
・
意
見
な
ど
を
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
地

域
の
話
題
、
写
真
な
ど
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
香
原

暹
）

初
め
て
議
会
を
傍
聴
し
て
、
私
ど
も
が
押
し
上
げ
た
議
員

の
活
動
ぶ
り
を
拝
見
し
、
今
後
の
参
考
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
町
の
活
性
化
促
進
の
ア
ピ
ー
ル
、
ま
た
、
合
併
に

つ
い
て
も
行
政
と
し
て
十
年
、
二
十
年
後
で
は
な
く
、
百
年

後
を
も
見
越
し
た
計
画
を
た
て
、
後
世
に
誇
れ
る
事
業
と
し

て
結
果
を
残
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
上
新
橋
区

栗
田
ヨ
シ
子
さ
ん
）

合
併
に
つ
い
て
、
わ
た
し
は
夢
と
希
望
の
あ
る
町
づ
く
り

に
は
、
町
行
政
の
指
導
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
般

質
問
で
出
さ
れ
た
庁
舎
に
横
断
幕
を
掲
げ
、
町
民
全
体
の
問

題
・
課
題
と
し
て
取
り
組
む
、そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
水
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
水
害
の
起
こ
る
前
に
各
河

川
の
巡
視
を
行
な
っ
て
、
災
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う

に
努
力
し
て
欲
し
い
。

（
中
山
西
区

井
立
田
秀
康
さ
ん
）

前
回
六
月
定
例
会
の
一
般
質
問
を
傍
聴
し
、
行
政
、
各
議

員
の
姿
勢
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
傍
聴
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
町
民
が
、
認
識
を
高
め
る
た
め
に
も
議
会
を
傍
聴
し

て
欲
し
い
と
い
う
思
い
が
募
る
ば
か
り
で
す
。
傍
聴
す
る
こ

と
に
よ
り
、
行
政
、
議
員
、
町
民
が
同
じ
目
標
を
抱
い
て
、

町
全
体
の
活
性
化
に
も
結
び
付
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

（
い
牟
田
区

吉
澤

淳
さ
ん
）

三
月
、
六
月
、
そ
し
て
今
回
の
議
会
を
傍
聴
し
て
感
じ
た

こ
と
は
、
住
民
の
声
を
議
会
に
届
け
て
、
そ
れ
を
行
政
に
反

映
さ
せ
る
の
が
議
員
の
役
割
で
あ
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、

質
疑
さ
れ
る
議
員
さ
ん
は
、
い
つ
も
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
す
。

各
議
員
さ
ん
に
一
票
の
重
さ
を
受
止
め
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

（
中
山
北
区

樗
木
け
い
子
さ
ん
）

受付は、当日議会事務局で行ないます。

不明な点は、お尋ねください。

議会事務局 ４２－２１１１

（内線）３３１

次回は12月議会です。

議会を傍聴しませんか

議
会
を
傍
聴
し
て


